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複数の特徴量から目的値を予測する
回帰問題を汎用的に、かつ高精度に
解く研究です。提案法「Convex 
Factorization Machines」(CFM)は、
データを表す特徴から予測に有用な
組合せを見付けて高精度なモデルを
作ります。提案法は、価格推定、推
薦システム、遺伝子解析などの様々
な応用例に適用できます。

提案法は、膨大な数の特徴の組合せ
を低ランク制約によって効率的に扱
うことができます。さらに、初期値
に依存せず大域的最適解を保証する
ことができます。また、学習データ
に現れない未観測特徴の組合せの重
要度（重み）も推定できるため、
ユーザに新規の商品を推薦するなど
の応用が可能です。

本技術を展開させ、より高次の特徴
の組合せも考慮できれば、さらに予
測精度の高いモデルを構築すること
ができます。応用先として、推薦シ
ステムのほか、ゲノムデータから病
気の有無や治療の効果を予測するこ
とで、その病気に影響する遺伝子の
組合せの発見や新薬の開発技術など
に利用可能です。
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CFM: low-rank regression with global optimality guarantees

契約価格を決定する要因

（条件の組合せ）を発見

応用例１

住宅の契約価格を予測

• 汎用的（様々な予測問題に適用可能）

• モデルのパラメタ学習が容易（解が初期値に非依存）

• 膨大な数の組合せを扱える（高次元データに適用可能）

• 未観測な特徴組合せの重要度を推定
（新たな知識を発見可能）

Alice ☆ ☆☆☆

Bob ☆☆☆ ?

Charlie ? ☆☆

応用例２

ユーザが好む書籍を推薦

応用例３

遺伝子から穀物収穫量を予測

ユーザと書籍の組合せから

評価点を予測することで

推薦システムを実現

提案：重要な特徴の組合せを見つけて

高精度な回帰モデルを学習する

Convex Factorization Machines (CFM)

目的変数

トウモロコシの収穫量を

遺伝子の組合せから予測！

CFMは低ランクの制約によってWの大きさを抑制します

1次重み ２次重み

膨大な行列！

Wの固有ベクトルを固有値が大きい順で

逐次的に求めていくため、効率的に計算できます

特徴量

○ 一戸建て

○ 車庫

○ 駅から＜５分

収穫量に影響する

遺伝子の組合せ
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